
水素事業のご紹介
岩谷産業株式会社

（東京グリーン水素ラウンドテーブル 資料）
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当社の水素事業について

1941年 水素の販売を開始

1958年 水素の製造工場を設立

1960年代 水素トレーラ・ローダを製造

1970年代 液化水素の輸送に成功

1980年代 H-1ロケットへ液化水素供給
液化水素ローリの開発

2000年代 国内最大級の液化プラント
“ハイドロエッジ”稼働開始
水素ステーションを続々と建設

水素を安全に取り扱うノウハウを蓄積

国内販売シェア

圧倒的シェア

液化水素

岩谷産業100％

圧縮水素
＋

液化水素

岩谷産業 約70％
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当社の水素事業について
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当社の水素事業について



中京圏 11カ所

関西圏 14カ所

中国圏 2カ所

北部九州圏 4カ所
首都圏 18カ所

東北圏 2カ所

北陸圏 2カ所

現在
（2022年3月末時点）

■水素ステーション事業の拡大
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岩谷産業 53カ所 ※一部建設中

当社の水素事業について
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・東京都内で８ヵ所建設・運営
・東京都の燃料電池自動車用水素供給設備整備事業（建設費補助、
運営費補助）を活用

イワタニ水素ST
東京東久留米

イワタニ水素ST
芝公園

ニモヒス水素ST
九段

イワタニ水素ST
羽田空港

イワタニ水素ST
東京葛西

イワタニ水素ST
東京有明

イワタニ水素ST
東京池上

イワタニ水素ST
東京羽村

■東京都内の当社水素ステーション

当社の水素事業について
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■米国カリフォルニア州 4カ所の水素ステーション運営

グローバルサプライチェーンの構築（米国)
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概要
・総トン数 ：110～130トン
・定員 ：150名
・燃料 ：水素・バッテリー併用
・速度 ：10ノット
・航行距離 ：約130km

夢洲－天保山－USJ間にて運航予定

■大阪・関西万博で水素燃料電池船を運航

当社の水素事業について

水素燃料電池船（イメージ） 運行コース（案）

天保山

ＵＳＪ

夢洲

出典 (C)Map box (C)OpenStreetMap (C)Yahoo Japan
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